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田
熊
石
畑
遺
跡
は
、
宗
像
市
役
所
か
ら

南
へ
徒
歩

 

10  

分
ほ
ど
の
市
街
地
に
位
置

す
る
弥
生
時
代
中
期
（
紀
元
前
２
世
紀
頃
）

を
中
心
に
営
ま
れ
た
集
落
と
墓
か
ら
な

る
遺
跡
で
す
。
こ
の
遺
跡
の
発
見
は
古
く
、

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
に
遡
り
ま
す
。

福
岡
県
立
宗
像
高
等
女
学
校
に
赴
任
中

の
教
諭
田
中
幸
夫
氏
が
校
庭
の
拡
張
工

事
の
際
に
発
見
、
宗
像
市
初
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後
に
女
学
校
が
移

転
し
た
後
は
長
ら
く
空
地
で
し
た
が
、
平

成

 

19  

年
（
２
０
０
７
）
、
こ
の
土
地
に
民
間

の
開
発
事
業
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
平
成

 

20  

年
（
２
０
０
８
）
４
月
か
ら
全
面
の
発

掘
調
査
が
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た

の
で
す
。 

調
査
か
ら
１
か
月
余
り
経
過
し
た
６

月
初
め
、
弥
生
時
代
中
期
前
半
頃
の
木
棺

墓
群
か
ら
武
器
形
青
銅
器
が
合
計

 

15  

点

出
土
し
、
関
係
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
武

器
形
青
銅
器
は
、
当
時
の
有
力
者
の
権
威

や
権
力
を
示
す
財
物
と
さ
れ
、
ご
く
限
ら 

      れ
た
有
力
者
の
墓
に
副
葬
さ
れ
る
貴
重

品
で
す
。
宗
像
地
域
の
古
代
史
に
お
い
て

こ
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
マ
ス
コ

ミ
に
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

    

こ
の
発
見
に
よ
っ
て
平
成

 

20  

年

 

12  

月

に
は
、
む
な
か
た
歴
史
を
学
ぼ
う
会
や
宗

像
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
、
重
要
な
遺
跡
を
未
来
に
残

し
た
い
有
志
が
新
た
な
会
を
立
ち
上
げ
、

遺
跡
の
重
要
性
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ

な
が
ら
保
存
を
働
き
か
け
る
運
動
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
市
は
遺
跡

の
全
面
保
存
を
決
断
し
、
田
熊
石
畑
遺
跡

は
平
成

 

22  

年
２
月

 

22  

日
、
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
地
域
の
宝
は
守
ら
れ
ま
し
た
。 

市
は
遺
跡
の
保
存
を
決
定
す
る
と
す

ぐ
さ
ま
整
備
事
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
今
日
に
お
い
て
地
域
の
歴
史
文
化
遺

産
を
守
り
、
伝
え
、
活
か
す
に
は
市
民
の

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
平
成

 

22

年
度
に
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
際
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
市
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
史
跡
整
備
を
目

指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
が
核
と
な
っ
て

平
成

 

27  

年
３
月
に
田
熊
石
畑
遺
跡
村
づ

く
り
の
会
（
以
下
、
村
づ
く
り
の
会
）
を

結
成
し
、
現
在
歴
史
公
園
の
サ
ポ
ー
ト
団

体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

整
備
工
事
を
平
成

 

24  

年
度
か
ら

 

27  

年

度
ま
で
の
４
年
間
で
実
施
す
る
な
か
、
平

成

 

25  

年
２
月
に
は
歴
史
公
園
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
愛
称
募
集

を
行
い
「
い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
平
成

 

30  

年
度
の
い
せ
き
ん
ぐ
宗

像
の
来
園
者
は
約
２
万
８
千
人
を
数
え
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
見
学
、
日
々
の
健
康
づ

く
り
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴

史
公
園
に
接
す
る
道
路
は
地
元
小
学
校

の
通
学
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の

見
守
り
や
宿
題
指
導
の
ほ
か
、
歴
史
体
験

学
習
な
ど
い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
ら
し
い
特

徴
を
持
っ
た
寺
子
屋
を
開
設
し
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
す
。
さ
ら
に
、
菜
花

園
と
名
付
け
た
約
２
千
㎡
の
花
園
兼
農

園
で
は
赤
米
な
ど
歴
史
的
作
物
を
栽
培

し
て
お
り
、
毎
年

 

11  

月
に
は
収
穫
祭
と
し

て
秋
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

村
づ
く
り
の
会
が
詰
め
る
案
内
管
理

棟
に
は
村
び
と
か
ら
多
彩
な
活
用
ア
イ

デ
ア
が
日
々
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
子
ど

も
の
た
め
と
言
い
な
が
ら
も
大
人
が
一

番
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
背
景
に

は
、
宗
像
市
が
１
９
９
０
年
代
末
頃
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
が
そ
の
背
景
に
あ
る
か
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。 

（
原
始
・
古
代
部
会 

白
木
英
敏
） 

 
 

    

文
化
財
を
守
り
活
か
す
市
民
力 

 

―
田
熊
石
畑
遺
跡
の
取
り
組
み
― 

 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
原
始
・
古
代
部
会
か
ら
～  

上；いせきんぐ宗像整備後全景 
（東から） 

下；田熊石畑遺跡村づくりの会 

発
見
か
ら
調
査
へ 

保
存
・
整
備
・
活
用 

№10 


